
 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

アンケート調査を実施しました 

第４号 2020 年 5 月 

大田市ボランティア・市民活動センター 

（大田市社会福祉協議会内） 

TEL0854-82-0091 FAX0854-82-9960 

担当：島田・大久保 

新型コロナウイルス感染症が拡大する中で、大田市内においても地域イベントや取組みの中止などの

対応がとられています。日頃の取組みや繋がりの尊さを実感すると共に、多くの方がその影響を受け

ながら現在も生活しており、ボランティア活動においても例外ではありません。 

そこで、この状況を踏まえて「こんなことをしている」「こんなことならできるかも」「こんなことを

してみたい」など、活動の現状やアイデアについてたくさんの回答をいただきました。 

被災地に笑顔を‼ 
応援グッズ「ひよりぶくろ」 

島根県西部地震で被災した経験を活かし、次の被災地へ笑顔を届ける 

応援グッズ「ひよりぶくろ」の作成を行っています。 

避難所での生活や復興に向けた取組みに活かしてほしいというアイデア

から生まれたこの活動。関心のある方は是非一度お問合せください。 

 

○現在取り組んでいる活動 

・散歩ついでにゴミ拾い 

・近所の草刈、見守り 

・町内のパトロール 

・マスクを作ってご近所へ 

・ひよりぶくろづくり 

・アートバルーン 

 

・近所等への声掛け、訪問 

・近所へ花や食べ物をおすそ分け 

○現状でもできそうな活動 

・マスクづくり 

・ひよりぶくろづくり 

・絵手紙 

・色彩画等のプレゼント 

・アートバルーン 

・買い物や通院介助 

○今だからやってみたい活動 

・高齢者等への日用品の買出し 

・絵を通してのコミュニケーション活動 

・絵手紙を送る活動 

・花などの苗や種を配る     

感染しないことが前提なので、 

多くの人が集まって何かをすることは難しい 

ですが、その中でも「今なりの繋がり方」 

というのが大きなテーマなのかなと感じます。 

トートバック アクリルたわし 
きんちゃく袋 

絵葉書・メッセージカード 


